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海のアルメニア商人たち―近世・近代アジアの海域交易集団を考える 

 

重松 伸司 
 

はじめに 

 本稿は 2020年 2月 1日に立教大学で行われた

公開シンポジウム「アジアの海を渡る人々―

18・19 世紀の渡海者」(代表=上田信・立教大学

教授の「科研共同研究報告会」)での口述発表を

もとに、『なじまあ』の小論として書き下ろした

ものである。この小稿では個別テーマの詳細な

史実の検証ではなく、近年のアルメニア史研究

の現状と課題について概要を紹介したい。 

 これまで、研究報告や講演などでアルメニア

商人について話す機会があった。そこでは決ま

って次のような質問がでる。「アルメニア社会と

はアジアかヨーロッパか？」「アルメニア民族は

アジア人かヨーロッパ人か？」…そのあとにた

いてい「単純な質問ですが」とひとこと加えら

れる。このような質問が出ると私は応答に窮し

て立ち往生する。それは私がアルメニア民族や

文化あるいはアルメニア民族史の専門研究者で

はなく、アルメニア語も 20数年前の独習が頓挫

したままで、要するに専門領域の知見がないか

らだ。それとともに、「単純な質問」ほど「深い

分析と明晰な説明」が求められるのだが、その

ような能力は自分にないからでもある。 

 つい最近のこと、複数のアルメニア人―一人

はアルメニアの首都エレヴァンの民俗学研究所

の研究員、もう一人は彼よりずっと若い近代史

研究者―に同じ質問を投げかけた。お二人の反

応はいともそっけなかった。「海外でもよく訊か

れる質問だけど、実は我われにもよくわからな

い。だから明確には答えられない」と。私はこ

の反応に一安心した。「単純な質問」だが「一言

で説明できるほどの明確・明晰な分析・解釈」

はまだ確立していないのだと。 

 ところで、このような総論的で難しい質問で

はなく、私個人のアルメニア研究への関心・動

機を問われることがある。この点については、

すでにいくつかの論著やエッセイ(重松 1993；

2012；2016；2017；2019)で触れた。繰り返すこ

とになるがその回答はこうである。インド移民

の調査を行う中で、ベンガル湾域からマラッカ

海峡や南・東シナ海の海域をたどってゆくと、

沿岸港市の各地に「アルメニア通り」や「アル

メニア人名の施設」「アルメニア教会やその墓

地」「アルメニア関係の史跡」にぶつかる。また

東インド会社史料や航海記を通読すると、随所

に「アルメニア人」があらわれる。「アルメニア

人とはいったい何者？なぜここに？」。その疑問

が出発点であった。 

 

 さて、アルメニアといえば、民族固有のある

いは他の民族との歴史的経緯や、彼らの足跡あ

るいは世界史の中の位置づけについて体系だっ

て論じている人は、海外・国内を通じてそう多

くはない。それは専門研究者や一般の人びとを

問わない。 

しかしまた、アルメニア民族についてある種

独特な「イメージと言説」が世界で広く知られ

ていることも事実である。アルメニア民族に対
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するラベリングあるいはタグ付けともいえよ

う。そこからまず切り出したい。 

 

１． アルメニア人にまつわる「イメージと言

説」とは 

 

1-1．ジェノサイドとスピュルク 

是非虚実は別であるが、どの国や民族にも独

特のイメージが付きまとう。少なくとも近代史

におけるアルメニア民族といえば、その強烈な

イメージは「ジェノサイド」だろう。ジェノサ

イドとは、大規模な民族的抹殺である。その被

害者であるアルメニア人の人数や歴史背景とは

異なるが、民族の抹殺(それは直接的な殺戮には

限らない)という点ではユダヤ人に対するホロコ

ーストとほぼ同義である。このジェノサイドに

ついては国連報告書や欧米各国の批難決議文、

調査報告書がすでにいくつか公表されている。

これらの紹介も含めてジェノサイドの実態・背

景・論争について松村論文(松村 2007)が詳細に

論じているので、是非読んでいただきたい。た

だ史実・人数・動機・国際的対応については共

通の認識に達していない部分もあり、いまだに

歴史的分析、つまり「過ぎ去った時代の客観的

な研究テーマ」としてではなく、生々しい今日

的課題として論争が続いている。 

史実の学問的検証とは別だが、我われに大き

なインパクトを与えたのは映像である。私はこ

れまで 3作品しかアルメニア人ジェノサイドを

主題とした映画を観ていないが、そのうちの 2

作品「アララトの聖母」（図 1）と「消えた声

が、その名を呼ぶ」（図 2）は静かな激しさをも

って今も迫ってくる。 

 

 

 図 1．「アララトの聖母」ポスター 

 

「アララトの聖母」はアルメニア系カナダ人

監督、アトム・エゴヤンの作品(2002)で、民族

のトラウマとしてのジェノサイドを、現代アル

メニア人青年のいわばルーツ探しのフラッシ

ュ・バックを通して描いている。激越な批難も

声高な主張もなく、残虐な情景も苦悩の葛藤も

ひたすら静謐を背景に描かれている。だが映画

の主題となる絵画の中のアララトの聖母とはい

ったい何者なのか、唐突にではあるが私は遠藤

周作の「沈黙」の神、イエスを連想する。 
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 図 2.「消えた声が、その名を呼ぶ」ポスター 

 

「消えた声が、その名を呼ぶ」(2012 公開)(図

2)は、トルコ系ドイツ人監督ファティ・アキン

によるオデュッセイア物語である。虐殺をかろ

うじて免れたが声帯を切られて声を奪われた一

青年の、トルコ・シリア(アレッポ)・レバ

ノン・キューバ・フロリダ・ノースダコタ

…をたどる生き別れた娘を探す旅である。

オデュッセイアとはいえ、活劇も絶叫もな

い。作品はカラーだが主調はモノトーンで

ある。静謐の中にひたひたと迫ってくる民

族の孤独がこの映画に通底している。 

19世紀末から 20 世紀初頭にかけて、数度

にわたって発生したジェノサイドはアルメ

ニア人に「離散」(アルメニア語のスピュル

ク spyurk)」を強制した。離散は必ずしもジ

ェノサイドの結果とは限らない。経済上、社会

上の事情から離散が生じることもまた事実であ

る。その一つは、カーティンの「交易離散共同

体 Trade Diaspora」のディアスポラ論である。

だがこのディアスポラとスピルクとは根本的に

違う。前者では旧アルメニア国のエレヴァン、

エチミアジン、あるいはイスファハンの新ジョ

ルファ、また交易経路上の中継都市があり、そ

こには同朋の宿泊と商品保管庫を兼ねる「フン

ドゥク」と呼ばれる施設(在日華僑の寄せ場「行

桟」施設とも類似する)があり、アルメニア人は

それらの拠点で同朋に出会い安らげた。本当の

意味での「離ればなれ」ではなかった。だが後

者のスピルクには戻るべきあるいは交点となる

場はなかった。 

 

1-2. 「天性の交易の民」論 

アルメニア人は「交易の民」という通説は国

際的に広く知られている。しかしブルヌティア

ンによる膨大なアルメニア通史(小牧監訳・渡辺

訳 2016)をよく読めば、アルメニア民族は基本的

には「農耕の民」であったと考えられる。では

いったい、いつごろから

なぜ、「交易の民」とみな

されるようになったのだ

ろうか。 

17、18世紀のフランス

やオランダでは、野営す

るアルメニア商人やアル

メニア人像（図 3）が好ん

で描かれたという。また

近代哲学の父と呼ばれる

カントの著した 18世紀末

の「実用的見地における人間学」では次のよう

 
図 3. アルメニア商人像 
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なアルメニア民族観が語られている。 

「キリスト教の国民であるアルメニア人につ

いていえば、彼らにはある種非凡な商人気質が

貫かれていて、中国の国境からギニア海岸のコ

ルソ岬まで徒歩で交易を営んでおり、このこと

から理知的で勤勉なこの国民はある特定の祖先

からの一貫した末裔であることが窺えるのであ

る」(渋谷・高橋訳 2003：309)。 

「ある種非凡な商人気質」とか「中国の国境

から(アフリカ)ギニア海岸のコルソ岬(！) ま

で」とか「ある特定の祖先からの一貫した末

裔」といったカントの「天賦商人気質論」の断

定的な見方が、いったいどのような史料や客観

的史実に裏付けられているのか、どうもこのあ

たりの検証は哲学者や歴史家によってもいまだ

に行われていないようだ。ともあれ、カントの

見解がアルメニア人=交易の民論の一つのきっか

けになったのかも知れないし、あるいはそれ以

前からの通説にお墨付きを与えたのかもしれな

い。 

歴史地理的な条件でいえば、一般に土地が狭

く痩せて農耕には適さず、人口稠密で生計を維

持するには不十分で、しかも取り立てて産業も

ない土地では、人々が生存するには出稼ぎか交

易か略奪の外はない…一見乱暴な(ある意味で説

得力のある)見方がある。その点でいえば、アル

メニアも例外ではないだろう。しかしアルメニ

ア民族全体がそうだとする見方は雑駁すぎる

し、先述したブルヌティアンの主張とも矛盾す

る。私の推論では、アルメニア高地を基盤とす

る高地農業では生産力が低く、それを補完し余

剰労働力を活用する方便として海外の傭兵とな

り(17世紀にイギリス東インド会社の傭兵となる

アルメニア人も多かった)、あるいは環地中海域

の巡回交易に従事してきたのではないか、つま

り複数の補完事業の一環としていわゆる巡回交

易が発達し定着したのではないかという見方で

ある。 

アルメニア交易史研究はアルメニア研究の他

の分野に比べて比較的多い。とりわけ、環地中

海世界の陸海接続交易やユーラシア内陸部にお

ける中継交易、交易共同体の交易組織・交易商

品・交易ルートに関する研究が蓄積され、ま

た、近年は南アジア・東南アジア・東アジア海

域における海洋交易の研究も始まりつつある。

次にそれらの研究動向を概観したい。 

 

２．アルメニア商人は世界を巡る 

２-1．ユーラシア内陸部の巡回交易商人―近世

以前の交易 

先述の「交易離散共同体 Trade Diaspora」論

とはカーティンの所論である(1984)。「交易離散

共同体 Trade Diaspora」とは、北アジア・東

欧・南欧諸地域に見られ、一定地域や国内に定

留せず、国と国をまたぐ遠隔地を巡回移動しな

がら広範囲に交易活動を行ってきた商人集団の

ことであり、その交易活動についてカーティン

はいくつかの典型的な事例を紹介し類型化して

いる。 

ところで、「交易離散共同体」という用語・概

念にはいくつかの検証が必要である。検証の課

題だけに限れば、共同体内の組織および共同体

間の相互の結びつきのあり方、「離散 diaspora」

という状況、「帰巣性」の問題である。「帰巣

性」というのは分かりにくいかもしれないが、

他の生物、例えば、ウナギ、サケ、クジラなど
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を例にとれば、長距離・広域に移動回遊する

が、やがては必ず生まれ故郷にもどってくる。

在外アルメニア人もそうした本地回帰があった

のかどうか。ここでは個別の課題の検証はひと

まず措いて、これまでの長距離遠隔巡回交易を

概観しておきたい。 

18 世紀以前のユーラシア内陸部では長期・広

域・巡回の隊商(キャラバン)交易がおこなわれ

ていた。その中でもとりわけアルメニア商人に

よる巡回キャラバン交易 itinerary caravan 

tradeは特徴的であった。アルメニア人研究者ア

スラニアンはアルメニア商人の近世交易ルート

を次のように描いている(Aslanian2011) 

 

2-1-１．＜毛皮と銀の交換＞による内陸巡回交

易―中央アジア～北欧ルート、南アジアルート 

アルメニア巡回商人は、カスピ海・ヴォルガ

河遡上ルートの北回り回廊、つまり新ジョルフ

ァ(イスファハン)～タブリーズ～カスピ海～ア

ストラハン～ヴォルガ川遡上～モスクワ～セン

ト・ペテルスブルグ～北欧(フィンランド・スウ

エーデン)を巡回した(Bakhchinyan2017)。更に

その支脈回廊として、中央アジアの旧来の交易

ルートを通じて、ムガル帝国下のラホール～ラ

クナウ～カーンプル～チンスラーなどインド中

央部・ガンジス河畔横断ルート上の都市、ある

いは中央アジアからブータンにも拠点を構えた

(Moosvi1998)。このような交易は、ロシアのロ

マノフ朝や北欧の王朝体制、またインドのムガ

ル帝国の権力が強固であることを前提とし、隣

接する王朝間の政治関係が緊張関係を持ちつつ

も安定的である限り持続した。しかし、これら

の王朝勢力が衰退するとともに、アルメニア人

の長距離巡回交易も衰退を余儀なくされた。 

 

2-1-2．＜絹と銀の交換＞による内陸巡回交易―

地中海・南欧ルート 

 また、アルメニア商人は、黒海・地中海ルー

トで南欧・西欧・東欧を巡回する西・北回り回

廊、これまで「レヴァント交易」と呼ばれた交

易路をほぼ独占していた。そのルートは新ジョ

ルファ(イスファハン)～タブリズ～エレヴァン

(アルメニア)～イスタンブール～イズミル(スミ

ルナ)～地中海～マルタ～リヴォルノ～ヴェニス

～ブリュッセル～アムステルダム～アルハンゲ

リスク～モスクワを巡回する。このルートで

は、アルメニア商人はもっぱらイランの絹を商

品として、西欧諸国の銀を獲得する交換交易で

あった(Aslanian2011;McCabe Ina 

Baghdiantz1999)。 

  

2-1-3．ユーラシア内陸・インド洋の循環交易ル

ート 

 北回りの内陸巡回交易と西・北回りの内陸巡

回交易とはブリュッセルとアムステルダムで接

続しユーラシア循環の交易路が結合する。これ

らの港市が二つの内陸交易路と商品集積の拠点

であったと考えられる。だが、そのアルメニア

広域商人の交易ルートはここで完結せずに、さ

らに東方の海に向かって進出する。その進出を

強くサポートしたのはポルトガル海洋帝国であ

る。ポルトガル艦隊は胡椒を求め、拠点支配を

目指してインド(北西インドのスーラト、南東イ

ンドのサントメなど)、東南アジア(マラッカな

ど)へと長距離航海を行った。他方、アルメニア

商人はこの強大な海洋勢力をバックにしつつベ
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ンガル湾海域における雑貨・貴金属などの交易

を求めた。そうした活動は 16世紀初めのトメ・

ピレスの『東方諸国記』などに散見する。アル

メニア商人はポルトガル艦隊に随伴しながら、

インド・東南アジアへと交易活動を延ばしてゆ

くことになるのである。 

 

２-２．ユーラシア外縁部の海洋交易―近代以降

のアルメニア交易集団 

 アルメニア商人についていえば、近世以前の

長距離・巡回交易と近代以降のそれとは大きく

異なる。それには二つの要因があった。 

一つは 19世紀後半から 20 世紀初頭にかけて

の政治的要因である。具体的にはポルトガル帝

国の衰退、オスマン帝国の拡大、サファヴィー

朝とその後のガージャール朝やロマノフ朝の衰

退、さらに後には 19 世紀末～20 世紀初頭にかけ

ての数度に及ぶアルメニア人に対するジェノサ

イドである。こうした変動はアルメニア商人に

対する諸王朝の保護、アルメニア商人間の信用

保証と交換交易の仲介者であった有力商人ワキ

ール、商人宿と商品倉庫を兼ねた「フンドゥク

などを衰亡させ、アルメニア人によるそれまで

の長距離・巡回・中継交易のネットワークをほ

ぼ完全に分断してしまった。 

第二の要因は、国際航路の開拓と新たなイギ

リス東インド会社のアジア進出である

(Chaudhuri1978)。内陸ユーラシアでの巡回交易

のシステムを分断されたアルメニア商人は 19世

紀以降の新たな国際的潮流に乗って、イギリス

東インド会社のもとで海洋交易にシフトする。

だがそれはイギリス東インド会社に「従属す

る」のではなく、アルメニア商人としての主体

性を保ちつつ、イギリス東インド会社の扱わな

い商品―貴金属や雑貨、穀物など―の交易活動

(ポルトガル艦隊に付随したアルメニア海商もそ

うだが、私はこの形態を「随伴交易」と呼ぶ)で

あり、インド洋・ベンガル湾海域における港市

商人集団として存続することになる。 

 

３．研究資料とその所在 

 1990 年代から 2000 年にかけて、近代以降の

アルメニア海洋商人に関する研究が始まり、次

第に世界各地で関心が高まっている。だが問題

は、うずもれていた史料の発掘とそれらの研究

分析とがほぼ同時並行であり、新史料の発掘と

既刊資料や公文書などに対する新たな分析視角

もようやく紹介され始めたという状況である。 

 

南アジア・東南アジア・東アジア各地の教会墓

地や公墓にアルメニア人の墓碑が散見すること

はすでに 19世紀末頃から知られている。特にイ

ンドのアルメニア人墓碑については近世の墓碑

銘が在野のアルメニア人研究者セートの編纂し

た史料集(Seth1937,1992)に断片的ながら収録さ

れている。またその他の国・地域では 1990年代

から新たに民間組織による墓地遺跡・墓碑銘の

調査とデータ化が精力的に進められている。そ

の代表的な組織・資料を紹介しておきたい。 

 

A. 「BACSA=British Association for 

Cemetery in South Asia(南アジア墓蹟調査

イギリス協会)」 

イギリスの民間団体による旧英領インドに散

在するヨーロッパ人墓碑の収集と墓碑銘のリ

ストの作成である。基本的にはイギリス人の
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墓碑を対象とするが、ドイツ・フランス・ロ

シア・スペイン・ポルトガル、アルメニアな

どの墓碑も含まれる。私の入手した資料はペ

ナンのジョージタウン郊外に位置する

Western Road Protestant Cemeteryの墓碑

リストである。墓碑ごとに氏名・生没年・生

地・没地・国籍・年齢などが収録されてい

る。アルメニア人について

は、少なくともペナンの有力

商人アンソニー一家の墓碑５

基が記録されている。もっと

も、アルメニア人は、必ずし

もアルメニア教会だけではな

く、カトリック、プロテスタ

ント、ロシア正教、イスラー

ムの墓地にも埋葬されている

と推測される。 

 

B. 「FIBIS=Families in 

British India Society(旧英

領インド関係イギリス人遺族

協会)」 

旧英領インド植民地に居留した軍人・軍属と

その家族に関する墓碑調査であるが、イギリ

ス国籍を持つアルメニア人、あるいは英国軍

人として没したアルメニア人も多く、彼らは

この調査対象に含まれている。 

 

C. 「神戸市外国人墓地埋葬者リスト」 

神戸居留地研究会会員の谷口良平氏による

神戸外国人墓地の網羅的な調査に基づいて作

成された 2040基のリストである。このリス

トには埋葬者ごとに墓籍番号・姓名・性別・

国籍・出生地・生年月日・没地・没年月日・

年齢が収録されている。これらの墓碑は、カ

トリック、プロテスタント、ユダヤ教、ギリ

シャ正教、イスラム教、ゾロアスター教・ヒ

ンドゥー教！(一般に両宗教では墓葬の習慣

はないのだが)の各地区に区分されている

（図 4）。アルメニア人については、墓碑リ

ストの姓名と墓碑銘の刻文を照合して確認で

きたものが 6基(プロテスタント地区 1基

（図 5)、ロシア正教地区(1基)、ブロック未

確認 4基(6名？)。おそらくは未判読の墓碑

銘を再調査すれば、より多くのアルメニア人

墓碑が見いだされるかもしれない。また、横

浜山の手外国人墓地には、アルメニア人墓碑

はアプカー家 3基の外に少なくとももう 1基

存在するのみである。 

 
図 4. 神戸外国人墓地宗教別地区図 
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D.アルメニア人史跡の保存活動 

歴史の振り返りと文化財保存の運動は近年ア

ジア各地で注目されている。それらの一例と

して、アジアのアルメニア関係博物館を目指

すシンガポールアルメニア教会付属のアルメ

ニアミュージアム、 ペナンのアルメニア関

係史跡と墓碑調査に力を入れているマレーシ

ア・ペナンの民間組織ペナン文化遺産保存協

会 Penang Heritage Trustを挙げておく。 

 

E.アルメニア人の家譜・族譜・族誌医療の編纂 

アルメニアは 1991年にソヴィエト連邦共和

国の一員から共和国として独立した新生国で

あり、近代以降の在外アルメニア人(ディア

スポラ・アルメニアン)に関する研究もほぼ

同時期に始まった。特にアメリカ・カナダ・

インド・オーストラリアに定住する富裕層の

アルメニア人による「ルーツ掘り起こし運

動」ともいえる家族誌・家譜・家系図の作成

が始まっている。それらのうち、例えば、香

港で活躍し、アルメニア人初の爵位(Sir)を

得たポール・チャターを記念したチャター家

譜(Paul Chater Gallery, India)、明治期の

横浜・神戸で商会・海運会社・ホテルを運営

したアプカー一族の家譜(Apcar Genealogy, 

USA)、カルカッタを中心に商会を興したアラ

トゥーン一族の家譜(Arratoon Genealogy, 

USA)があり、それらの一部は電子データとし

て公開されている。 

F.公刊資料の再分析 

日本・中国・ベンガル・海峡植民地などでは

各地の英文機関名鑑(Directory)が公刊され

ており、それらの中にアルメニア人経営の各

種事業・商会の一覧が含まれている。またこ

れらの地域・国では Gazettee, Journals, 

News Papers, Factory Recordsなどの居留

地・植民地資料が刊行されており、それら各

種資料には、ごく断片的ではあるがアルメニ

ア人に関する記録やエピソード、功績を紹介

する記事が掲載されている。それらも副次的

史料として利用しうる。 

 

４．教会・街路・移動ルート 

 これまで、私の行ってきた現地調査と収集し

た教会関連資料をもとに、アルメニア教会と

「アルメニア通り」の街路名が現存し、あるい

 
図 5. 神戸外国人墓地アラトゥーン墓碑  
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はかつて存在した地域をたどった（表 1）。 

 17世紀～20世紀初頭にかけて、南アジア・東

南アジアには少なくとも 12のアルメニア人関連

の教会や聖廟が創建されたと考えられるが、こ

れまでのところ、インド北中部アーグラの、推

定 1611 年創建のキリスト教大聖廟、最も新しい

ものは 1927 年頃に建造されたスラバ

ヤ(ジャヴァ島)のアルメニア教会 

(現在は華人系プロテスタント教会に

転用) である。これら 12の教会のう

ち、8つは南アジア(インド・バング

ラデシュ・ミャンマー)に、2つはマ

レー半島に、2つはジャヴァ島に創建

された。香港・上海の教会・地名の

存否については今のところ未調査で

あるが、横浜・神戸・長崎には存在

しない。 

 「アルメニア通り」の地名が今日も残る地域

は、確認した限りではチンスラー、カルカッタ

(コルカタ)、ダッカ、ラングーン(ヤンゴン)、

マドラス、ペナン、シンガポールにあり、マド

ラスやペナンでは有力なアルメニア人に因んだ

街路も存在する(図 6)。 

 
表 1. アジアのアルメニア教会と「アルメニア通り」 

 
図 6. ペナン・アラトゥーン通り 



 

  
36  なじまぁ ‒Accessible Asia‒ 特別号    

 聞き取り資料や公刊資料によってアルメニア

商人の活動拠点を結んでいくと、近代以降のア

ルメニア商人の移動ルートが推定される（図

7）。アラビア海・ベンガル湾・マ

ラッカ海峡・南シナ海・東シナ海

の港市を拠点にユーラシア外縁部

の海域を広く周回しているが、と

りわけ、カルカッタ・マドラス・

マラッカ(後にはシンガポール)を

結ぶベンガル湾・マラッカ海峡の

海域が近代アルメニア海商の「ゴ

ールデン・トライ・アングル」で

あったといえる。次に紹介するホ

ヴァキム一家を始め、アジアのホ

テル王と呼ばれたサーキーズ兄

弟、ペナンを拠点にしたアンソニ

ー一族（図 8）、海運・商会・保険業を広めたア

プカー家も、この三角海域を中心に事業展開を

行っていたのである。 

 

図 7. アルメニア海洋商人の移動ルート 

 
図 8. ペナン・A.A.Anthony Family 墓碑  



 

                            
               なじまぁ ‒Accessible Asia‒ 特別号   37 

５．シンガポールのホヴァキ

ム家の事例から 

 上記の諸資料(教会・墓碑・

家譜・新聞記事・名士録など)

をもとに、シンポジウム報告

では、シンガポール・マラッ

カ・マドラス(チェンナイ)・

カルカッタ(コルカタ)の数家

族のアルメニア人一族の事例

を報告したが、小稿ではその

一例としてシンガポールに定

住したホヴァキム家の事例を

紹介しておきたい。 

 ホヴァキム家(英語表記では

Hovakim,アルメニア語音では

Joaquim)は 19～20世紀にかけ

て、シンガポールを中心にイ

ンド・マラッカ・インドネシ

ア・イギリス・フランスなど

で活躍した当時のマルチ・ビ

ジネス一族であった。 

 シンガポールの中心地区オ

ーチャードロードの東端から

500メートル南にアルメニア

通りが残る。この辺りはかつ

てシンガポール国立図書館で

あったが、現在は公園など公

共施設に変わっている。アル

メニア通りは南北 100 メート

ルほどの小路であるが、それ

に沿ってアルメニア教会地が

あり、39基のアルメニア人墓碑がある(2019年

12月現在)。これらの墓碑にはラッフルズホテル

や E&Oホテルの創業者サーキーズ兄弟のほかに

ホヴァキム家の墓碑（図 9・図 10）がある。 

 

図 9. アグネス・ホヴァキム墓碑(シンガポール・アルメニア教会) 

 

 
図 10. パルシック・ホヴァキム墓碑(シンガポール・アルメニア教会) 
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 シンガポールの国花となっているランの一

種、ヴァンダ・ミス・ホヴァキムはホヴァキム

家の長女アグネスに由来する。なぜ、どのよう

な経緯で、アルメニア人アグネス・ホヴァキム

が多民族国家で華人優勢のシンガポールの国花

となったのか、その経緯は複雑で多くの論争が

あるが、この件についてはここでは触れずにホ

ヴァキム一族の活動をたどることにする。 

 墓碑によれば、アグネスの父パルシックは生

地マドラス、生年不明、1872 年 5月 17日シンガ

ポール没である。残念ながらこの一族にはホヴ

ァキム家文書もパルシック自伝も残されていな

い。したがって詳細な一族史はたどりえない。

だがシンガポール名士録や当時の新聞

(Singapore Chronicle, the Straits Times)に

は断片的ではあるが、この一族についての記事

が掲載されている。また、オーストラリア在住

のアルメニア人研究者ナディア・ライトはかつ

てシンガポールに居住していた数家族のアルメ

ニア人家系について紹介している

(Wright2003)。これらの断片的な記録をもとに

私が再編したものが「ホヴァキム家二代図」で

ある（付図）。 

パルシックはシンガポールを拠点に、カルカ

ッタ、バタヴィア(現ジャカルタ)、ペナンに各

種事業を展開しており、その中には、仲介商

人、リライアンス海事保険、ホロウウエイ大衆

薬品輸入会社、弁護士業、アプカー海運シンガ

ポールなどを自ら経営、あるいはタンジュン・

パガ船舶ドック会社、シンガポール鉄道会社、

アプカー・ステファン不動産会社の共同出資者

にも名を連ねている。 

パルシックと妻ウレリア(アルメニア名ウルグ

ル)には 11人の子供があり、そのうち女子は 2

人、男子は 9人。女子はいずれも家庭人として

とどまったが、9人の男子の中にはイギリスの名

門校に学び、シンガポール、マラッカ、カルカ

ッタ、マラン(スマトラ)などの各地にわたり、

その後は家業の商会を継ぎあるいは弁護士業を

開業する者、ホテル業に従事する者、イギリ

ス・フランスにとどまる者、シンガポールで代

議士となり、のちに名士として名を挙げる者も

現れた。 

ホヴァキム一家二代の歴史から、近代ディア

スポラ・コミュニティの典型が現れてくる。そ

れらを要約すれば、次のような内容であろう

か。 

１． 「多子」：他のアルメニア人家族の事

例でも、幼児死亡が多い 

２． 「父系的」家族形態：女子は家庭、男

子はイギリス名門校での教育 

３． 「家族的」経営形態：多くは 2親等に

よる経営、家族企業体 

４． 「多業種・業態」経営：交易・仲介商

人・保険不動産・弁護士・ホテル… 

５． 「国際間・地域間」移動：東南アジア

間、東南アジア・インド間、東南アジ

ア東アジア間の移動 

上記ホヴァキム一家二代の歴史が、東南アジ

アのディアスポラ・アルメニアンの代表的な事

例とは必ずしもいえないだろう。だがホヴァキ

ム一族の生存のあり方に見られる特徴が、ここ

では詳細に紹介できなかったが、マラッカ・ペ

ナン・カルカッタ・日本で活躍したアルメニア

人有力者の間にも共通にみられるのである。 
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おわりに、新たな「逃走の歴史」に向けて 

 権力の集約体である国家は、その国家体制や

支配的なイデオロギー―前近代の専制主義や資

本主義や社会主義、共産主義など―を問わず、

自生的に強大化し拡張するメカニズムを持つ。

そのことは 21世紀に入ってグローバル化の中で

一層明確に露呈しつつある。この趨勢は今後も

一層強まっていくだろうし、強大な武力や覇権

をもたない弱小民族やコミュニティはその中で

ますます翻弄されるだろう。 

 ある統計によれば、アルメニア民族は、「本

国」のアルメニア共和国の人口(約 300万人)よ

りも海外離散の人口(推計 300万人強)が多いと

いう。「国家」とは何か、民族の在りようとは、

を考えなおす一つの事例となろう。 

 

近代ディアスポラ・アルメニアンは、武力や

覇権によって対抗できない社会集団がいったい

どのように生きてゆき、民族の持続をどのよう

に図ってきたのかという一つの示唆を与えるの

ではないか。それはポジティヴな意味での「逃

げの歴史」とでもいえようか、逃走のあり方と

その方向性から 21世紀の国際社会を考えること

ができるのではないかと思う。
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